
大大大震震震災災災・・・復復復興興興ニニニュュューーーススス（（（第第第１１１１１１２２２報報報）））   

平 成 ２５ 年 ６ 月１３日 
仙台地方振興事務所水産漁港部 

１ 水産業復旧・復興に向けた対応状況（国及び県全体の動き） 

 ○宮城県内の水産物の放射性物質測定結果について 

１ 測定年月日 平成２５年６月５日～６月１１日 

２ 測定分析機関 宮城県，（公財）海洋生物環境研究所，（一財）日本食品分析センター，いであ（株）

（一財）九州環境管理協会，（一財）日本冷凍食品検査協会。 

３ 測定及び対応結果 

下記について，国が定めた基準値を超える放射性セシウムが検出されました。 

検 査 品 目 採 取 場 所 測定値（ﾍﾞｸﾚﾙ／kg） 対 応 状 況 

水産物 クロダイ 東松島市浜市沖 １１０ 
平成24年6月28日付けで国によ

る出荷制限指示済み。 

 

・その他検査品目について，基準値を下回り，安全性に問題ないことが確認されました。 

●水産物（採取日 平成２５年６月４日～６月１１日）          (単位:ベクレル／ｋｇ)                                   

 

２ 管内の復興に向けた動き 

＜水産漁港部からのお知らせ＞ 

○ムラサキイガイの出荷自主規制措置の解除について 

・４月１６日（火）付けで麻痺性貝毒の発生により出荷自主規制措置を講じていた，宮城県南部海域産

ムラサキイガイについては，その後の検査により下記のとおり安全性が確認されましたので，６月５日

（水）付けで出荷自主規制措置が解除されました。 

 

海  域  名 

 

 

回数 

 

検査判明年月日 

 

麻痺性貝毒毒力 

（MU／ｇ） 

宮城県南部海域 

（石巻市黒崎～山元町と福島県新地町との境） 

１ 

２ 

３ 

平成２５年５月２２日 

平成２５年５月２９日

平成２５年６月 ５日 

２．０ 

＜１．９ 

＜１．９ 

規制値：麻痺性貝毒４．０MU／ｇを超える値 

検査機関：（一財）日本冷凍食品検査協会仙台検査所 

種  別 漁獲場所 放射性 
ｾｼｳﾑ 種  別 漁獲場所 放射性 

ｾｼｳﾑ 
スズキ 金華山～江の島沖 １８ ヒラメ 名取市閖上沖 ５．５ 
スズキ 金華山～江の島沖 １７ ヒラメ 山元沖 ５．５ 
スズキ 金華山～江の島沖 ９２ ヒラメ 山元沖 ２０ 
ヒラメ 金華山～江の島沖 ５．３ ヒラメ 名取市閖上沖 １０ 
ヒラメ 金華山～江の島沖 不検出 ヒラメ 宮城県沖 １０ 
ヒラメ 金華山沖 不検出 ヒラメ 東松島市浜市沖 １０ 
ガザミ 松ヶ浜沖 不検出 ヒラメ 東松島市浜市沖 １２ 
クロダイ 東松島市浜市沖 １１０ ヒラメ 花渕浜 ８．２ 
スズキ 東松島市浜市沖 １８ マコガレイ 花渕浜 １．７ 
スズキ 花渕浜 ４１ ネズミザメ 日立・鹿島沖 ６．６ 



○県内初の海苔システム漁船が進水しました。 

・県内初の海苔システム船となる宮城県漁業協同組合亘理支所の共同利用漁船 JF Arahamaが竣工し，
６月６日（木）に亘理町荒浜漁港にて進水式が行われました。この船は，宮城県共同利用小型漁船建造

事業を活用して建造したもので，亘理支所の海苔養殖グループが使用します。 
 海苔システム船は，ニチモウワンマン社によって開発された高機能の海苔養殖作業船で，海苔の収穫

や活性化処理を船上で効率的に行うことができます。このようなシステム船は九州の有明海などで普及

が進んでいますが，JF Arahama は，有明海より「外海」である宮城の海に合わせて作られた特注品で
あり，亘理の海苔養殖作業の効率化と，復興への更なる前進が期待されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

進水した海苔システム漁船            船上に設置された海苔収穫装置 

 

○ホヤ種苗が初出荷されました。 

・塩竃市浦戸桂島で，６月７日（金）に初めてホヤの種苗の出荷作業が行われました。この取り組みは

宮城県漁業協同組合浦戸支所が４年前から行っており，今回初めて他地域への出荷となりました。 
ホヤ種苗づくりは，昨年 12月から今年１月にかけて，陸上水槽で地元産の親ホヤから種を採って始ま

り，その後約５ヶ月間，漁港内で海中飼育が行われました。種苗連を海中から引き上げると，順調に生

育したおよそ３mm の稚ホヤが巻いたシュロ縄に付着している様子が見え，部分的には縄全体がオレン

ジ色に見えるほどになっていました。 
 今回は，生産した種苗連 950連（シュロ縄延長 9,500m）のうち，300連（シュロ縄延長 3,000m）が
南三陸町志津川へ出荷されました。残りの種苗についても，近日中に牡鹿町や女川町の各漁協へ出荷さ

れる予定です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
種苗出荷作業の様子              シュロ縄に付着した稚ホヤ 

 



○任期付職員紹介 

・前報に引き続き，６月 1日付けで採用された任期付職員を紹介します。 

氏    名 伊藤 香里 （いとう かおり） 

 

出    身 佐賀県 

配 属 先 漁業調整班 

職    名 主事 

任    期 H25．6．1～H28．3．31 

担当業務   災害復旧事業 

一  言 

こんにちは！伊藤です。 

 佐賀に 18 年、茨城に４年、神奈川に３年おり、本年度から初めての土地であ
る東北・宮城県で暮らしております。前職は、エネルギー商社で営業事務をして

おりました。学生時代はヨットをしておりまして、海も船も大好きです！夫の転

勤のおかげで初めて宮城県に来ましたが、自然豊かな土地で、人も温かく、とて

も良いところだなぁと感じております。今回任期付きではありますが、宮城県の

復旧のため、一生懸命がんばりたいと思います。 
よろしくお願いします。 


